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和歌山県では、和歌山県警と連携し、県民の皆様が被害に遭わないための防犯広報を行

っています。 

全国的にSNSを利用した投資・ロマンス詐欺被害が急増していますが、和歌山県内では

特殊詐欺被害も増加しており、非常に深刻な状況です。 

今回、令和７年１月末時点の県内の特殊詐欺及びSNS型投資・ロマンス詐欺被害の認知

状況（暫定値）を取りまとめましたので、お知らせします。     

 

１ 概要 
  令和７年１月末時点での和歌山県内の特殊詐欺については、認知件数が16件、被害額
については約１億4,600万円、SNS型投資・ロマンス詐欺被害については、認知件数が合
わせて３件､被害総額については約3,100万円となっており、被害者の年齢別構成を見る
と30代から80代以上までの幅広い世代での被害となっています。 

                             （令和７年１月末時点） 

特 殊 詐 欺
 認知件数（前年同期比） 被害総額（前年同期比） 

  16件（＋11件） 1億4,636万4,581円（＋1億4,171万506円) 
 

 認知件数（前年同期比） 被害総額（前年同期比） 

ＳＮＳ型投資詐欺 １件（-10件） 1,480万円（-73,849,055円） 

ＳＮＳ型ロマンス詐欺 ２件（+１件） 1,664万8,065円（+16,278,065円） 

    合計 ３件（-９件） 3,144万8,065円（-57,570,990円） 

※ このデータの詳細については、和歌山県警にお問い合わせ下さい。 

 ※ 詳しい犯行手口はこちら 
（https://www.police.pref.wakayama.lg.jp/14_press/index.html） 

 
２ 被害を防ぐための取組み 
・  交通安全母の会会員による高齢者宅訪問活動（県） 
・  安全ニュースの発行（県） 
・ 「ちょっと確認電話」0120-508（これは）-878（わなや）の周知（県警） 

 ・ 防犯メール、チラシ配布、ホームページ等による広報活動（県・県警）  
  
 
 
 
 
 
 
 
   

和歌山県内の特殊詐欺及びSNS型投資・ロマンス詐欺 

被害の認知状況（令和７年１月末時点）について 

 

(連絡先) 

環境生活部生活局県民生活課 生活安全班 

担 当：出口・松間 

電 話：073-441-2350 内 線：2350 

(連絡先) 

和歌山県警察本部生活安全企画課 

担 当：川本 

電 話：073-423-0110 内 線：3011 

https://www.police.pref.wakayama.lg.jp/14_press/index.html


別紙 
  
月別の被害認知状況（令和７年１月末時点） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
※ 特殊詐欺とは、「被害者に電話をかけるなどして対面することなく信頼させ、指定した預貯金口座への振込その他の方法により、不特定多数の者から現金等をだまし取る」詐欺です。 

※ ＳＮＳ型投資詐欺とは、「相手方が、主としてＳＮＳその他の非対面での欺罔行為により投資を勧め、投資名目で金銭等をだまし取る」詐欺です。 

※ ＳＮＳ型ロマンス詐欺とは、「相手方が、ＳＮＳその他の非対面での連絡手段を用いて被害者と複数回やり取りすることで恋愛感情や親近感を抱かせ、金銭等をだまし取る」詐欺です。 

※ 「被害総額」は、特殊詐欺とＳＮＳ型投資・ロマンス詐欺の被害額を合計した被害額です。 


